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将来見通しに関する注意事項 

 本発表において提供される資料ならびに情報は、いわゆる「見通し情報」（forward-looking statements）を含みます。 

これらの文言は、現在における見込み、予測、リスクを伴う想定、実質的にこれらの文言とは異なる現実的な結論、 

結果を招き得る丌確実性に基づくものです。 

 

 それらリスクや丌確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利、通貨為替変動といった一般的な国内および

国際的な経済状況が含まれます。リスクや丌確実性は、特に製品に関連した見通し情報に存在します。製品のリスク、

丌確実性には、技術的進歩、特許の競合他社による獲得、臨床試験の完了、製品の安全性ならびに効果に関する 

クレームや懸念、規制機関による審査期間や承認取得、国内外の保健関連改革、マネジドケア、健康管理コスト抑制へ

の傾向、国内外の事業に影響を不える政府の法規制など、新製品開発に付随する課題などが含まれますが、これらに 

限定されるものではありません。 

 

 また、承認済み製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす製造能力を構築する能力を 

欠く状況、原材料の入手困難、市場の受容が得られない場合などが含まれますが、これに限定されるものではありま 

せん。 

 

 新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい場合であっても、 

それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。 
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２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 6,480 100.0 5,737 100.0 89 

 売上原価 1,734 26.8 1,741 30.3 100 

売上総利益 4,746 73.2 3,996 69.7 84 

 研究開発費 1,251 19.3 1,204 21.0 96 

 販売管理費 2,537 39.1 2,087 36.4 82 

営業利益 957 14.8 705 12.3 74 

経常利益 900 13.9 656 11.4 73 

当期純利益 585 9.0 483 8.4 83 

（億円、％） 

２０１２年度 連結業績 
売上高、当期純利益、キャッシュインカムは開示目標を達成  

キャッシュインカム：成長投資、株主還元、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額 

 算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む） 
2012年度期中平均レート：米ドル：83.10円（前期変動率5.1%）、ユーロ：107.14円（同△1.7%）、ポンド：131.13円（同3.9％） 

キャッシュインカム 1,077 1,007 94 



２０１２年度連結業績のポイント 

１．第４四半期でのボトムアウトの兆し – 利益２桁成長 
 前年同期比で売上高９９％、営業利益１２１％、純利益１５３％ 

２．費用効率化の断行 
 前期比で販売管理費８２％ 
      （アライアンス費用６８％、人件費およびその他販管費８８％） 

３．キャッシュインカム１０００億円超の確保による 
     配当１５０円維持 

４．ＲＯＥ１０.９％確保によるセクタートップ水準の維持 
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（億円、％） 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 実績 前期比 

ハラヴェン 160  226 142 

Aloxi 345 367 106 

Dacogen 173 193 111 

Fragmin 139 97 69 

トレアキシン／ 
シンベンダ 32 35 110 

その他 82 86 104 

がん関連製品 931 1,004 108 

オンコロジーフランチャイズで売上高１０００億円を達成  

 国内製薬メーカー 抗がん剤グローバル売上高ランキングトップ３*へ 

*出典：Evaluate Pharma 

ハラヴェン 
米国上市 

(億円) 
連結売上高比率は17％へ拡大 

がん関連製品売上高の推移 



てんかんフランチャイズ、ジェネリック事業、中国事業、 
リリカ、ヒュミラにおいて前期比１２０％超の高い成長を達成 

2011年度 2012年度 

137 

165 

（億円） 
てんかんフランチャイズ 

前期比 
121% 

2011年度 2012年度 

137 

196 

ジェネリック事業 

前期比 
143% 

（億円） 

2011年度 2012年度 

169 

218 

中国事業 

前期比 
129% 

（億円） 

前期比129% 

（億円） 

2011年度 2012年度 

113 
139 

240 

290 

前期比 
121% 

前期比 
123% リリカ* 

ヒュミラ 

リリカ*、ヒュミラ 

*アライアンス収入 6 



2013年度のキーワード 
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‘攻める’ 

次世代６品目 
日本 
アジア 
財務 



セグメント売上高 

２０１２年度 

実績 
前期比 

２０１３年度 

見通し 
前期比 

日本 
医療用医薬品 
一般用医薬品 
ジェネリック 

3,288 
2,822 

211 
196 

88 
85 
97 

143 

3,330 
2,810 

225 
235 

101 
100 
107 
120 

アジア 
中国 

韓国 台湾 アセアン等 

413 
218 

194 

120 
129 

110 

530 
280 

250 

128 
128 

129 

アメリカス 1,533 97 1,385 90 

欧州 中東 アフリカ 
オーストラリア 

258 60 325 126 

連結売上高 5,737 89 5,780 101 
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ボトムアウトする２０１３年度 

（億円、％） 
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利益項目２桁成長に向けたTrajectory 

(億円) 

米国アリセプトLOE 
（2010年度） 

日本アリセプトLOE 日本薬価改定 

次世代6品目の成長 
ハラヴェン、Fycompa、BELVIQ 
ヒュミラ、ルネスタ、リリカ* 

日本アリセプト 
単独プロモーション開始 

アジアの成長 
ジェネリック事業の成長 

欧州 中東 アフリカの成長 

米国 
Dacogen LOE  

アシフェックスLOE 
アリセプト23mgLOE 

米国ハラヴェン上市 
（2010年度） 

欧州ハラヴェン上市 

日本ハラヴェン上市 

欧州Fycompa上市 

米国Fycompa上市 

米国BELVIQ上市 

欧州アリセプトLOE 

欧州パリエットLOE 

* アライアンス収入 

日本アリセプト 高度AD LOE 



（億円） 

2012年度 
営業利益実績 

米国ＬＯＥ 

の影響 

アシフェックス 
Dacogen 

アリセプト23mg 

積極的な 

研究開発投資 

ハラヴェン 
Fycompa 
レンバチニブ 
のピボタル試験 

成長セグメント 

アジアリージョン 
ジェネリック事業 

次世代６品目の 
急進拡大 

ハラヴェン 
Fycompa  
BELVIQ    
ヒュミラ 
ルネスタ      
リリカ* 

2013年度 
 営業利益見通し 
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リーンな事業 

体制移行による 

費用構造の改善 

日本アライアンス
費用をはじめとした

継続的な 

費用効率化 

400 

500 

600 

700 

営業利益２桁成長を可能にする 
次世代６品目と費用効率化 

800 

前期比１１１％ 

785 

705 

* アライアンス収入 
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攻める 次世代６品目 

２０１３年度ボトムアウトを牽引 
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合計  
１１５０億円 
前期比１７２％ 

合計 ６７０億円 
前期比１３１％  ハラヴェン 

Fycompa 
BELVIQ 
ヒュミラ 
ルネスタ 
リリカ* 

の合計 

合計 ５１２億円  

2011年度実績 2012年度実績 2013年度目標 

* アライアンス収入 

* 



ハラヴェン 

転移性乳がん治療におけるポジショニングの確立 
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22 

160 

226 

340 

前期比 
150％ 

（億円） 日本における再発乳がん治療の第１選択薬 
としてのポジショニングを確立 

ファーストライン＊１からの適応を持つ強みを訴求 

新体制のもと、積極的なプロモーションを展開 

日本発の新エビデンスの創出 

米国におけるｍＢＣ ３Ｌ*２化学療法市場の再構築 

有効性（OS＊３延長＝extension of life）に再フォーカスし、 

ｍＢＣ ３Ｌにおけるファーストチョイスのポジショニング確立をめざす 

乳がんサードライン＋のシェア１５％以上をめざす 

*1 タキサン系、アントラサイクリン系抗がん剤使用後のファーストライン 
*2  mBC 3L: metastatic Breast Cancer 3rd Line   
*3 Overall Survival （全生存期間）            
*4 mBC 2L: metastatic Breast Cancer 2rd Line  

アジアおよび新興国における患者様貢献の拡大 

上市国の拡大（ロシア、韓国、タイ、香港、マレーシア、インド、 
フィリピン、台湾、インドネシア、メキシコ、ブラジル等） 

Tiered Pricingの導入に伴う患者様アクセス拡大 

欧州におけるハラヴェン投不患者数倍増 

成長率で欧州がグローバル ハラヴェンを牽引（前期比２７４％） 

乳がんサードライン＋のシェア３０％以上をめざす 

スペインにおける償還承認取得による上市 

３０１試験結果に基づくｍＢＣ ２Ｌ*４ での適応拡大 



ハラヴェン 
転移抑制仮説と製品価値最大化プロジェクト 

製品価値最大化プロジェクト 
 ２０１３年４月２６日に、欧州にて乳がんセカンドライン適応の申請受理達成 
 非小細胞肺がん（Late line）：フェーズⅢ試験（３０２試験）が順調に進行中 
２０１３年度中のトップライン結果取得をめざす 

 軟部肉腫：フェーズⅢ試験（３０９試験）が順調に進行中 
 リポソーム製剤：フェーズＩ試験が順調に進行中 

ハラヴェンによる転移抑制メカニズム（仮説）をＡＡＣＲ*1にて発表 
ハラヴェンの特徴であるＯＳ*2延長の理由が基礎研究から説明可能 
転移抑制メカニズムを活用しシェアアップをめざす 
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腫瘍組織の断面図 

低酸素 低酸素 

血管 

ハラヴェン 
投不 

腫瘍内の大きな血管 

腫瘍内の小さな血管 

細胞・細胞間接着 
細胞・基質間接着 

上皮系細胞 
(Epithelial) 

転移能の亢進 
ストレス抵抗性の獲得 

薬剤耐性・免疫抑制の誘導 

間葉系細胞 
(Mesenchymal) 

血管リモデリング 
血流の正常化による腫瘍内低酸素領域の減尐 

腫瘍微小環境下における 
間葉系から上皮系への転換 

*1 AACR：American Association for Cancer Research in Apr. 2013 
*2 OS: Overall Survival 全生存期間 

ハラヴェン 
投不 
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Fycompa 

アンメットメディカルニーズにおけるさらなる患者様価値への貢献 

米国におけるスムーズな上市 

麻薬取締局（ＤＥＡ*2）のスケジューリング審査を経て、 
２０１３年度第２四半期中の上市を予定 

 

Fycompaの対象患者様約３５万人に対し１人でも多くの
患者様に貢献すべく、約６０００名のてんかん専門医 
ならびに神経内科医に情報提供活動を実施 

 

てんかん領域のナレッジをラテンアメリカならびにカナダ
に活用しスムースかつ効率的に上市 

 

欧州 Epilepsy Player のトップ３*1に 

幅広い抗てんかん薬のラインナップによりアンメット 
メディカルニーズを充足 

  

処方医の拡大、FycompaやZebinixの上市国拡大、 
Zonegranの適応拡大等による貢献患者様数の拡大 
（Fycompaでは約５倍に増加） 

 

早期上市国における処方経験や他剤無効例に対する 
Fycompaの著効例等の積極的な発信 

 

*1 ジェネリックを除く   *2 Drug Enforcement Administration 

てんかん領域貢献患者様数 （欧州） 

（レノックスガストー症候群） 

（部分てんかん併用療法） 

（部分てんかん単剤療法） 
（部分てんかん併用療法） 

（部分てんかん併用療法） 

0

10

20

   ２０１２年度    ２０１３年度 

     見通し 

万
 

前期比 
163% （万人） 



BELVIQ 

６月７日上市予定 

 

アメリカス リージョンへの拡大 

 メキシコでは申請済み 

 カナダ、ブラジルにおいても２０１３年度中に 
申請予定 

 

製品価値最大化 

 アリーナ社とのパートナーシップによりＣＶＯＴ* 

臨床試験を実施するとともに、さらなる製品価値
最大化のための適応・剤形追加について検討中 

米国において 
新たなウェイトマネジメントコンセプトの啓発 

 

 ５月８日（米国時間）、連邦官報に公表 

 ＤＥＡスケジューリングの発効日（６月７日）後速やかに 
上市予定 

 ウェイトマネジメントにおける薬剤補助療法としての 
ベストインクラスのポジショニングを確立 

 アクセス向上（Employer Marketを中心に、上市後１年
以内に payer カバー率４０％達成に向け交渉を展開） 

 啓発活動などの展開により、３年後には２０１２年の 
２倍となり４００万人の市場規模拡大 

 

* CVOT: Cardiovascular Outcomes Trial 

米国ＦＤＡが１３年ぶりに承認した、新規有効成分を主成分とする、全く新しい肥満症治療薬 

食事/運動療法におけるウェイトマネジメントの薬剤補助療法 

新規作用機序（選択的５-ＨＴ２Ｃ受容体作動剤）  

服用１２週で５％体重減尐した患者様に対する持続的効果 

２型糖尿病における血糖コントロールに対する効果（ＨｂＡ１ｃ、空腹時血糖） 

１日２回服用（タイトレーション丌要） 

フロリダで開催されたＢＥＬＶＩＱ上市大会 15 
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ヒュミラ、ルネスタ、リリカ 

国内次世代品目の継続成長 

ルネスタ 
２０１３年５月から投薬期間制限解除による急進拡大へ 

 「寝つきの速さ」「中途覚醒の抑制」の両効果を訴求し製品価値を最大化 

 丌眠症治療薬Ｎｏ.１の地位獲得に向けて、活動を加速 

 

 

 

 

 

リリカ  
  痛みに対する新たな治療概念の確立により、高い成長を維持 
 国内で唯一の神経障害性疼痛に対する適応症を持つ治療薬として患者様貢献を加速 

 中枢性/末梢性いずれの神経障害性疼痛においても、痛みに苦しむ患者様に 

    処方可能な薬剤として患者様貢献を最大化 

 

 

 

 

ヒュミラ 
２０１３年度 前期比１２０％超の成長をめざす 

 様々な疾患に対する適応症をレバレッジに市場を上回る成長をめざす 
 DMARDs未使用の早期RA患者様に対しても、唯一投不可能な生物学的製剤 
  としてファーストバイオの地位確立をめざす 
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攻める日本 
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エーザイ ジャパン 
プレジデント 

オンコロジー 
マーケティング部 

４統括部 

オンコロジー 
hhc ユニット 

地域包括 
hhc ユニット ３５統括部 

アリセプト 
ナレッジリーダー 

オンコロジー 
メディカル部 

保険薬局政策部 

病院政策部 

流通統括部 



地域包括ｈｈｃユニット 
医療圏を中心とした地域密着受診圏 

３５統括部 

オンコロジーｈｈｃユニット 
専門施設を中核とした広域受診圏 

４統括部 

攻める日本 

オンコロジーＭＲ 約120名 
約100名のＭＲを増員 
（合計ＭＲ約1400名） 

認知症、関節リウマチなどの慢性疾患は
地域医療圏密着型の疾患として 

フォーカスし、患者様満足を拡充する 

生命に関わる急性期治療を必要と 
するがん患者様の受診行動とがん医療
連携にフォーカスした新ビジネスモデル 
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 ◎：認知症疾患医療センター（６施設） 
 ☆：認知症サポート医（１８人） 

より患者様の身近で受診行動
に即した活動によって患者様と
ご家族の満足度を拡充する 

◎ 

◎ 

◎ ◎ 

◎ ◎ 

☆ 

☆ 

☆ 
☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

☆ 

県央/中越/魚沼 
医療圏 

☆ 

：認知症患者様の受診行動圏 

：お導きによる新たな受診行動圏の構築 

患者様の受診行動に合わせ、
全国２３８医療圏を設置 

例：新潟統括部 佐渡/下越/新潟 
医療圏 

上越医療圏 

アリセプト 日本の医療環境に合致した戦略 
認知症患者様の受診行動に即した医療圏体制による患者様満足の追究 
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攻めるアリセプト 

ＭＲ活動の５０％を投入 
３５名のアリセプトナレッジリーダーを任命 

期待される成果 

認知症患者様とご家族へ
の対応力習得と信頼関係
醸成 

患者様の服薬継続の 
向上支援 

医師と薬剤師間の信頼 
関係醸成の支援 

アリセプトブランドによる患者様貢献の最大化 

崩壊性動画を活用 

苦味マスク技術 
豊富な剤形 

• 口腔内崩壊錠 
• フィルムコート錠 
• 内服ゼリー 
• 細粒剤 
• ドライシロップ剤*2 

*2 2013年2月 製造販売承認取得 

認知症施策推進５か年 
計画（オレンジプラン*1） 
にマッチしたエビデンス 

 
 早期治療の意義を追究 
 在宅期間/健康寿命の
延伸に対する効果 

 
ブランド競合品との差異化 

*1 オレンジプラン：厚生労働省の認知症施策検討プロジェクトチームが、平成２４年６月１８日にとりまとめた「今後の認知症施策の方向性について」や、同年８月２４日に公表した認知症高齢者数の将来推計などに基づいて、
平成２５年度概算要求とあわせて策定した認知症支援計画  

保険薬局に対する 
研修会実施を強化 

アリセプトブランドの 
優位性を継続的に訴求 

認知症新時代に適応
したエビデンスの創出 

20 



攻めるハラヴェン 

２大エビデンスの活用 
 

３０５、３０１試験の臨床
的意義を高い専門スキル

を駆使して浸透 
 

ＯＳ延長とＱＯＬ向上がも
たらす患者様満足を小集
会戦術でディスカッション 

新たな顧客アプローチ 
 

乳がん患者治療の半数 
以上をカバーする一般 

外科医に活動範囲を拡大 
 
新たな患者様への貢献を
実現 

 

* A: アントラサイクリン系抗がん剤   T: タキサン系抗がん剤 

乳がん患者様の受診行動に合致した活動を 
２１医療圏で専門ＭＲにより展開 

日本発エビデンスの創出 
 

オンコロジーメディカル部
の新設 

 
日本のみ使用可能な「ＡＴ
既治療の再発乳がんに対
するファーストライン治療」
のエビデンス創りを加速 

ＡＴ*治療後の第一選択薬のポジションを獲得し、 
患者様満足の拡充を果たす 

21 



攻めるアジア 

新4P Mix 

22 

Pricing Policies 

 AccessとVolumeの拡大 
 

Production 

Low Margin High Volumeビジネスモデル 

を可能にするバイザッグ工場活用による原価低減 
 

Products 

 カテゴリーミックスモデルによる製品取り揃えの推進 

Partnership 

長期投資のレバレッジを通じた 

新興国における患者様貢献の拡大 
 



Tiered Pricingの実施により 
従来モデルと比較してハラヴェン
服用患者様数が４倍以上に拡大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

攻めるアジア （１） 
Pricing Policies 

従来モデル 
新規モデル 

インド フィリピン タイ シンガポール マレーシア 

ハラヴェン投与患者様数
（２０１３年度） 

Affordable Pricingの継続的実施
による服用患者様数の増大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フィリピン インドネシア 

フィリピンやインドネシアにおいてアリセプトの
価格を約５０％にカット（2009年度） 

 
Price Cut以前と比較して2013年度には 

約４倍へと継続的拡大 

Low Margin High Volume Modelの追究  23 



攻めるアジア （２） 
Production 

グローバル向けの原薬、製剤供給とＤＥＣ錠の供給開始により 
バイザッグ工場の稼働率が向上しユニット原価の低減をはかる 

バイザッグ工場での1錠当たり製造原価 

（2012年度を100とした場合の原価の推移） 製品名 承認取得国 今後の予定 

アリセプト 日本、米国、インド 

パリエット 日本、インド 

ミオナール 日本、インド 
タイ、中東、 
シンガポール 

ワーファリン 日本* 

DEC錠 ＷＨＯ* 

ドネペジル塩酸塩 

（アリセプト原薬） 
日本、インド、韓国、 
米国、ＥＵ 

中国 

エペリゾン塩酸塩 

（ミオナール原薬） 日本、インド 
中国、 
インドネシア 

* ２０１３年度中 
24 
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攻めるアジア （３） 
Products 

 
 

中国 

 
 

香港 

 
 

台湾 

 
 

韓国 

 
 

タイ 

 
 

ベトナム 

 
 

ミャン
マー 

 
 

インドネ
シア 

 
 

マレーシ
ア 

 
 

シンガ
ポール 

 
 

フィリピ
ン 

 
 

インド 

ブランド ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

ジェネリック 
2014 
以降 

2014 
以降 ○ ○ ○ 

薬粧（OTC, 
一般用医薬品） 

2013
新規 
進出 

○ ○ 
2014 
以降 ○ ○ 

診断薬 
2014 
以降 

ブランド 

ベトナム 
ミャンマー 

 
成長機会を取り込むべく 

連携を梃子に、 
事業基盤強化 

 
 

ジェネリック 

インド 
 

ＧＥビジネスの強化を通じ 
大都市注力体制/ 

人口の１０％程度をカバー 
からインド全域にて患者様貢献を 

はたす体制へ転換 
 

薬粧（OTC、一般用医薬品） 

２０１３年度３カ国で貢献拡大 
 

中国 
チョコラＢＢブランドにて新規参入 

台湾 
ユベラ、チョコラＢＢブランドで拡充 

タイ 
ユベラブランドで拡充 



ＧＨＩＴ Ｆｕｎｄ*3に参画 
 新興国、開発途上国における感染症に対し、日本発の新薬創出で貢献を企図し、官民パートナーシップである 

グローバルヘルス技術振興基金（GHIT Fund）に参画 

ＮＴＤｓに対する新薬開発における国際研究機関パートナーシップ 
 DNDi*2（シャーガス病）、セービンワクチン研究所 （シャーガス病、リーシュマニア症）、                      

オズワルドクルス財団 （マラリア、NTDs）とのパートナーシップ 

ＷＩＰＯリサーチコンソーシアム*4に加盟 
 医薬品アクセスの向上に向け、製薬企業の知的所有権やノウハウを開示し持続的なヘルスケア ソリューションの  

実現に貢献 

ＤＥＣ錠の無償提供（２０２０年までに２２億錠をＷＨＯへ提供） 
 ２０２０年までにNTDs*1１０疾患の制圧に向け共闘共同声明 「ロンドン宣言」に唯一の日本企業として参画 

 世界のリンパ系フィラリア症蔓延国24カ国のリスク患者様２．５億人へ向けて 
エーザイ製ＤＥＣ （ジエチルカルバマジン）錠を２０１３年中に自社バイザッグ工場より錠剤供給を開始予定 

官民パートナーシップの締結 
 医療への患者様アクセス機会の増大のため、インドにおいてApollo Hospitals、HelpAge Indiaと共に 

ＰＰＰ（官民共同）ビジネスモデルの展開 

26 
*1： Neglected Tropical Diseases （顧みられない熱帯病）  *2： Drug for Neglected Disease initiative   *3： Global Health Innovative Technology Fund   
*4：世界知的所有権機関（WIPO）が2012年10月26日に発足した国際共同事業 （WIPO Re:Search）  

攻めるアジア （４） 
Partnership 
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攻めの財務への転換 
キャッシュ創出力とFinancial Integrityが支える積極的な成長投資 

配当１５０円の 
Sustainability 

キャッシュインカム 
１０００億円レベル 

キャッシュインカムに占める 
成長投資の比率を倍増 

 

２０１２年度    ２０１３年度（見通し） 

２０％         ４０％レベル 

          ２０１２年度    ２０１３年度 
     （見通し） 

Net DER*1       0.27      0.20レベル 
Net Debt/EBITDA*2  1.04      0.8レベル 

Financial Integrity 

(財務の健全性) 

中期目標のNet DER 0.3 

を前倒しで達成 

ＥＰＳ ２桁成長 

*1: Net DER: Net Debt Equity ratio＝(有利子負債－(現預金+有価証券))/自己資本 
*2: Net Debt/EBITDA: Net Debt/Earnings Before Interest, Taxes, Depreciation and Amortization (有利子負債－(現預金+有価証券))/償却前営業利益 

さらに戦略投資枠 
１５００億円～２０００億円レベルを確保 



２０１２年度 ２０１３年度 

実績 売上比 見通し 売上比 前期比 

売上高 5,737 100.0 5,780 100.0 101 

  売上原価 1,741 30.3 1,805 31.2 104 

売上総利益 3,996 69.7 3,975 68.8 99 

 研究開発費 1,204 21.0 1,275 22.1 106 

 販売管理費 2,087 36.4 1,915 33.1 92 

営業利益 705 12.3 785 13.6 111 

経常利益 656 11.4 749 13.0 114 

当期純利益 483 8.4 532 9.2 110 

（億円、％） 

ＥＰＳ（円） 169.4 186.6 

ＲＯＥ（％） 10.9 11.5 

ＤＯＥ（％） 9.6 9.2 

キャッシュインカム 1,007 1,000 

配当金（円） 150 150 

２０１３年度 連結業績見通し 
ＥＰＳ２桁成長と配当堅持による株主価値向上  

キャッシュインカム：成長投資、株主還元、借入返済等に使用可能なキャッシュの総額 

算式：当期純損益＋有形・無形固定資産減価償却費＋インプロセス研究開発費＋のれん償却額＋減損損失（投資有価証券評価損含む） 
2012年度期中平均レート 米ドル：83.10円、ユーロ：107.14円、ポンド：131.13円  2013年度期中平均予想レート 米ドル：95円、ユーロ：125円、ポンド：145円 28 
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参考資料 

29 



２０１１年度 ２０１２年度 

売上高 構成比 売上高 構成比 前期比 

 イーストアジア*1 

（日本） 
（中国） 

4,004 
(3,726) 

(169) 

61.8 
(57.5) 
(2.6) 

3,629 
(3,288) 

(218) 

63.3 
(57.3) 
(3.8) 

91 
(88) 

(129) 

 アメリカス*2 

[百万米ドル] 
1,575 

[1,991] 
24.3 

1,533 
[1,845] 

26.7 
97 

[93] 

 EMEA*3 427 6.6 258 4.5 60 

Indo-Pacific*4 67 1.0 73 1.3 108 

報告セグメント計 6,072 93.7 5,492 95.7 90 

その他事業 407 6.3 244 4.3 60 

連結売上高 6,480 100.0 5,737 100.0 89 

30 

セグメント売上高 

（億円、％） 

［］内は現地通貨ベース  イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業 

またアメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント売上高は期中平均レートに基づき算出 

2011年度 2012年度 計画「はやぶさ」 

2015年度 

6% 4% 3% 
1% 1% 3% 

7% 
5% 7% 

24% 
27% 24% 

62% 63% 63% 

イースト アジア 

アメリカス 

EMEA

Indo-Pacific

その他事業 

*1 日本、中国、韓国、台湾、香港 
*2 北米、中南米 
*3 Europe, Middle East, Africa：欧州、中東、アフリカ  
*4 南アジア、アセアン、オセアニア 
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セグメント利益 
 

２０１１年度 ２０１２年度 

セグメント 

利益 
構成比 利益率 

セグメント 

利益 
構成比 利益率 前期比 前期差 

イーストアジア 

（日本） 
1,674 

(1,626) 
73.1 

(70.9) 
41.8 

(43.6) 
1,491 

(1,433) 
74.4 

(71.5) 
41.1 

(43.6) 
89 

(88) 
△184 
△193 

アメリカス 

[百万米ドル] 
333 

[421] 
14.5 21.2 

357 
[429] 

17.8 23.3 
107 

[102] 
23 

[8] 

EMEA 69 3.0 16.2 20 1.0 7.9 29 △49 

Indo-Pacific 18 0.8 26.0 19 1.0 26.2 109 2 

報告セグメント計 2,094 91.4 34.5 1,887 94.1 34.4 90 △208 

その他事業 198 8.6 48.5 117 5.9 48.0 59 △80 

研究開発費および 

親会社の本社管理費等 
△1,335 △1,299 

連結営業利益 957 14.8 705 12.3 74 △253 

（億円、％） 

イースト アジア、アメリカス、EMEA、Indo-Pacificは医薬品事業、アメリカス医薬品事業の現地通貨ベースセグメント利益は期中平均レートに基づき算出 
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アリセプト パリエット/アシフェックス売上高 

（億円、％） 

２０１1年度 ２０１２年度 

実績 実績 前期比 

イーストアジア 

（日本） 
1,138 

(1,083) 
788 

(724) 
69 

(67) 

アメリカス 

[百万米ドル] 
114 

[144]  

110 
[133] 

96 
[92] 

EMEA 201 27 
14 

[14] 

Indo-Pacific 17 18 
104 

[101] 

計 1,471 943 
64 

[64] 
［］内は現地通貨ベース 

アリセプト （億円、％） 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 実績 前期比 

イーストアジア 

（日本） 
636 

(609) 
526 

(501) 
83 

(82) 

アメリカス 

[百万米ドル] 
559 

[707] 
514 

[618] 
92 

[88] 

EMEA 52 27 
51 

[51] 

Indo-Pacific 17 17 
105 

[103] 

計 1,264 1,084 
86 

[84] 

［］内は現地通貨ベース 

パリエット/アシフェックス 

 アシフェックス：米国における独占期間は６カ月延長となり   
2013年11月8日まで存続 
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イースト アジア医薬品事業の業績 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 4,004 100.0 3,629 100.0 91[90] 

 アリセプト 1,138 28.4 788 21.7 69[69] 

 パリエット 636 15.9 526 14.5 83[82] 

 メチコバール 377 9.4 354 9.8 94[92] 

 ヒュミラ 240 6.0 290 8.0 121[120] 

 強力ミノファーゲンシー/グリチロン 80 2.0 90 2.5 113[109] 

セグメント利益 1,674 41.8 1,491 41.1 89[88] 

（億円、％） 

［］内は現地通貨ベース 
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（億円、％） 

イースト アジア医薬品事業の業績 

２０１１年度 ２０１２年度 
実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 1,366 100.0 1,648 100.0 121 
  メチコバール 605 44.3 681 41.3 113 
 強力ネオミノファーゲンシー/グリチロン 303 22.2 397 24.1 131 
 アリセプト 131 9.6 163 9.9 124 
 パリエット 95 6.9 99 6.0 105 

（百万RMB、％） ＜中国＞ 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 3,726 100.0 3,288 100.0 88 

 医療用医薬品計 3,312 88.9 2,822 85.8 85 

アリセプト 1,083 29.1 724 22.0 67 

パリエット 609 16.3 501 15.2 82 

メチコバール 300 8.0 261 7.9 87 

ヒュミラ 205 5.5 241 7.3 118 

アクトネル 110 3.0 91 2.8 82 

一般用医薬品 217 5.8 211 6.4 97 

ジェネリック医薬品 137 3.7 196 6.0 143 

診断薬 60 1.6 60 1.8 100 

セグメント利益 1,626 43.6 1,433 43.6 88 

＜日本＞ 
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（億円、％） 

アメリカス医薬品事業の業績 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 1,575 100.0 1,533 100.0 97 

 アリセプト 114 7.3 110 7.2 96 

 アシフェックス 559 35.5 514 33.5 92 

 

 

ハラヴェン 109 6.9 116 7.6 107 

Aloxi 345 21.9 367 24.0 106 

Dacogen 173 11.0 193 12.6 111 

MGI計 543 34.5 587 38.3 108 

Fragmin 139 8.8 97 6.3 69 

  がん関連領域計 830 52.7 833 54.3 100 

セグメント利益 333 21.2 357 23.3 107 
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（百万米ドル、％） 

アメリカス医薬品事業の業績 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 1,990 100.0 1,841 100.0 93 

 アリセプト 144 7.3 133* 7.2 92 

 アシフェックス 707 35.5 618 33.6 88 

 

 

ハラヴェン 137 6.9 139 7.6 101 

Aloxi 436 21.9 442 24.0 101 

Dacogen 219 11.0 232 12.6 106 

MGI計 686 34.5 706 38.3 103 

Fragmin 176 8.9 116 6.3 66 

  がん関連領域計 1,050 52.7 1,002 54.4 95 

* アリセプト23mgの売上高$68Mを含む 

＜米国＞ 
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（億円、％） 

EMEA、 Indo-Pacific医薬品事業の業績 

２０１1年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 427 100.0 258 100.0 60[61] 

 アリセプト 201 47.1 27 10.6 14[14] 

 パリエット 52 12.2 27 10.4 51[51] 

 ゾネグラン 45 10.6 48 18.6 106[107] 

  ハラヴェン 20 4.6 54 20.9 274[275] 

セグメント利益 69 16.2 20 7.9 29[34] 

［］内は現地通貨ベース 

２０１１年度 ２０１２年度 

実績 売上比 実績 売上比 前期比 

売上高 67 100.0 73 100.0 108[105] 

 アリセプト 17 25.0 18 24.1 104[101] 

 パリエット 17 24.8 17 24.0 105[103] 

セグメント利益 18 26.0 19 26.2 109[102] 

［］内は現地通貨ベース 

（億円、％） ＜Indo-Pacific＞ 

＜EMEA＞ 



主要パイプライン一覧表 

38 

フェーズI 

がん 

神経 

フェーズII フェーズIII 申請中 

免疫 
他 

ハラヴェン 
乳がん2ndライン 

（欧州） 

ハラヴェン 
乳がん1stライン 

ハラヴェン 
乳がんネオアジュバント 

ハラヴェン 
乳がんアジュバント 

ハラヴェン 
非小細胞肺がん 

ハラヴェン 
軟部肉腫 

E7050 
固形がん 

レンバチニブ 
腎細胞がん 

レンバチニブ 
子宮内膜がん 

レンバチニブ 
メラノーマ 

レンバチニブ 
グリオーマ 

レンバチニブ＋E7050 
固形がん 

ＰＲＩ-724 
血液がん 

E2006 
不眠症 

アリセプト 
パッチ製剤 

レンバチニブ 
非小細胞肺がん 
（ＲＥＴ転座） 

MORAb-004 
メラノーマ 

MORAb-004 
大腸がん 

MORAb-004 
肉腫 

ファルレツズマブ 
非小細胞肺がん 

レンバチニブ 
肝細胞がん 

レンバチニブ 
甲状腺がん 

ファルレツズマブ 
プラチナ感受性 
卵巣がん 

E7040 
多血性腫瘍に対する塞栓材 

ヒュミラ 
潰瘍性大腸炎 

BAN2401 
ＡＤ 

E2609 
ＡＤ 

Fycompa 
部分てんかん単剤 Ph.III準備中 

Fycompa 
全般てんかん 

Fycompa 
レノックス・ガストー症候群 Ph.III準備中 

アリセプト 
レビー小体型認知症 

Avatrombopag 
aTLD*1 

E1224 
シャーガス病 

Avatrombopag 
特発性血小板減少性紫斑病 

E0302 
ALS*2 

*1 aTLD: 慢性肝疾患関連血小板減少症で待機的手術を予定している患者様の血小板数の改善  *2 ALS: 筋萎縮性側索硬化症 

E6011（KANAb001) 
炎症性腸疾患 

E7438 
血液がん 


